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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月17日(2009.4.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気通信ネットワークを運用する方法であって、
　セルの少なくとも１つの無線伝送資源群（５２1）を、非ホッピング無線伝送資源群で
あるとして設定する工程と、
　前記セルの他の無線伝送資源群（５２2-j）を、ホッピング無線伝送資源集合であると
して設定する工程と、
　前記非ホッピング無線伝送資源群上のボイス・オーバー・インターネット・プロトコル
のパケット・フローを含む呼を、前記非ホッピング無線伝送資源群の容量に応じてスケジ
ュールする工程とを備えており、
　前記非ホッピング無線伝送資源群が、移動機との追加の呼のためには容量不足の場合、
前記追加の呼をボイス・オーバー・インターネット・プロトコルのパケット・フローから
回線交換接続に切り替ることを要求する工程を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記非ホッピング無線伝送資源群が非ホッピング送受信機により提供される無線伝送資
源を含み、
　前記非ホッピング送受信機により提供される前記無線伝送資源が前記非ホッピング送受
信機が稼動する周波数上のタイムスロットを含み、
　前記ホッピング無線伝送資源群がそれぞれのホッピング送受信機により提供される無線
伝送資源を含み、
　前記ホッピング送受信機により提供される前記無線伝送資源が当該ホッピング送受信機
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が稼動するそれぞれの周波数上のタイムスロットを含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ホッピング無線伝送資源群が、前記ネットワークの他のセルの中で前記非ホッピン
グ無線伝送資源群よりも高頻度で再使用される請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ボイス・オーバー・インターネット・プロトコルのパケット・フローを含む前記呼がＥ
ＤＧＥ　ＶｏＩＰフローである請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　電気通信ネットワークを運用する方法であって、
　報知制御チャネル（ＢＣＣＨ）のための少なくとも１つの無線伝送資源を含んだ無線伝
送資源を有する送信機を構成する工程と、
　前記送信機の前記無線伝送資源上のボイス・オーバー・インターネット・プロトコルの
パケット・フローを含む呼を当該送信機の容量に応じてスケジュールする工程とを備え、
　前記報知制御チャネル（ＢＣＣＨ）用の前記無線伝送資源を有する前記送信機が移動機
との追加の呼のためには容量不足の場合、前記追加の呼をボイス・オーバー・インターネ
ット・プロトコルのパケット・フローから回線交換接続に切り替えることを要求する工程
を特徴とする方法。
【請求項６】
　前記送信機の前記無線伝送資源が非ホッピング資源であり、
　前記報知制御チャネル（ＢＣＣＨ）のために前記非ホッピング無線伝送資源の少なくと
も１つのタイムスロットを利用する工程と、
　ボイス・オーバー・インターネット・プロトコルのパケット・フローを含む前記呼のた
めに当該非ホッピング無線伝送資源の他のタイムスロットを使用する工程をさらに含む請
求項１または５に記載の方法。
【請求項７】
　前記追加の呼を前記ボイス・オーバー・インターネット・プロトコルのパケット・フロ
ーから前記回線交換接続に切り替えることを要求する工程が、前記移動機に、パケット交
換から回線交換への引き継ぎを実行しそれによって前記呼を回線交換呼として他の無線伝
送資源に再接続することを要求する工程を備える請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　電気通信ネットワークであって、
　少なくとも１つの無線伝送資源群が非ホッピング無線伝送資源群であり、他の無線伝送
資源群がホッピング無線伝送資源群であるセルの中の移動機との通信のために複数の無線
伝送資源群（５２）を提供する基地局ノード（２８）を備え、
　前記非ホッピング無線伝送資源群上のボイス・オーバー・インターネット・プロトコル
のパケット・フローを含む呼を前記非ホッピング無線伝送資源群の容量に応じてスケジュ
ールし、前記非ホッピング無線伝送資源群が、移動機との追加の呼のためには容量不足の
場合、前記追加の呼をボイス・オーバー・インターネット・プロトコルのパケット・フロ
ーから回線交換接続に切り替えることを要求するパケット制御装置を
をさらに備えることを特徴とする電気通信ネットワーク。
【請求項９】
　前記非ホッピング無線伝送資源群が非ホッピング送受信機により提供される無線伝送資
源を備え、
　前記非ホッピング送受信機により提供される前記無線伝送資源が前記非ホッピング送受
信機が稼動する周波数上のタイムスロットを含み、
　前記ホッピング無線伝送資源群がそれぞれのホッピング送受信機により提供される無線
伝送資源を含み、
　前記ホッピング送受信機により提供される前記無線伝送資源が当該ホッピング送受信機
が稼動するそれぞれの周波数上のタイムスロットを含む請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
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　セル内の移動機との通信のために複数の無線伝送資源群を有する電気通信ネットワーク
のパケット制御装置であって、
　前記セルの少なくとも１つの無線伝送資源群が非ホッピング無線伝送資源群であり、前
記セルの他の無線伝送資源群がホッピング無線伝送資源群であり、
　前記非ホッピング無線伝送資源群上のボイス・オーバー・インターネット・プロトコル
のパケット・フローを含む呼を、前記非ホッピング無線伝送資源群の容量に応じてスケジ
ュールし、前記非ホッピング無線伝送資源群が移動機との追加の呼のためには容量不足の
場合、前記追加の呼をボイス・オーバー・インターネット・プロトコルのパケット・フロ
ーから回線交換接続に切り替えることを要求するパケット制御装置。
【請求項１１】
　前記非ホッピング無線伝送資源群が非ホッピング送受信機により提供される無線伝送資
源を含み、
　前記非ホッピング送受信機により提供される前記無線伝送資源が前記非ホッピング送受
信機が稼動する周波数上のタイムスロットを含み、
　前記ホッピング無線伝送資源群がそれぞれのホッピング送受信機により提供される無線
伝送資源を含み、
　前記ホッピング送受信機により提供される前記無線伝送資源が当該ホッピング送受信機
が稼動するそれぞれの周波数上のタイムスロットを含む請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記追加の呼をボイス・オーバー・インターネット・プロトコルのパケット・フローか
ら回線交換接続に切り替えることを要求するために、前記移動機に、パケット交換から回
線交換への引き継ぎを実行しそれによって前記追加の呼を回線交換呼として前記セルの前
記ホッピング無線伝送資源群の１つに再接続することを要求する請求項８または１０に記
載の装置。
【請求項１３】
　前記ホッピング無線伝送資源群が、前記ネットワークの他のセルの中で前記非ホッピン
グ無線伝送資源群よりも高頻度で再利用される請求項８または１０に記載の装置。
【請求項１４】
　ボイス・オーバー・インターネット・プロトコルのパケット・フローを含む前記呼がＥ
ＤＧＥ　ＶｏＩＰフローである請求項８または１０に記載の装置。
【請求項１５】
　前記パケット制御装置が基地局制御装置（２６）ノードに少なくとも部分的に設置され
る請求項８または１０に記載の装置。
【請求項１６】
　前記パケット制御装置が基地局ノード（２８）に少なくとも部分的に設置される請求項
８または１０に記載の装置。
【請求項１７】
　前記パケット制御装置がＧＰＲＳサポート・ノードに少なくとも部分的に設置される請
求項８または１０に記載の装置。
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